
 

 

 

 

人と人とをつなぐ ～コミュニケーションの基礎「あいさつ」～                                                                     

校長 村田 寿一   

４月には緊張していた子ども達も、学級の雰囲気に慣れ、少しずつ自分の個性を集団の
前で発揮できるようになってきました。ゴールデンウィーク直前の授業では、グループで
の話合いが活気づき、集団の中で元気に発表する姿が多く見られています。この短い期間
に早くも成長する姿が見られ、谷田っ子たちの力を実感するとともに、大変嬉しく思って
います。一方で、これからの季節は気温の急激な上昇に体が慣れず、授業中に集中力を切
らしてしまうことがあります。学校では、水分補給等の熱中症対策や興味・関心を高める
授業展開などの対応を行っていきます。ご家庭でも、睡眠や食事を十分にとることで、健
康な体を維持できるようご協力をよろしくお願いいたします。 
今年度、最初の授業参観では、学級の中に入りきらないほど多くの保護者の皆様にご来

校いただき、子ども達の授業の様子を参観いただきました。４月の段階で子ども達が新し
い環境になじみ、生き生きと学ぶ姿を参観していただく機会をもつことができました。今
年度も谷田小の子ども達の活躍、成長をご期待ください。 
さて、朝、校門の所で登校する子ども達を迎えていると、皆から、元気のよい「おはよ

うございます」というあいさつが返ってきます。谷田小学校校長として３年目、谷田っ子
達は、とても気持ちの良いあいさつをするなあと感心しているのですが、今年はより一層
あいさつ上手な子ども達が増えているように思います。校長室前の廊下に、あいさつの５
つのレベルとして上手なあいさつのコツを掲示しました。 「あいさつ名人」に向けての５
つのレベルは、次のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここにある５つのポイントを１つ１つ意識してあいさつができる子ども達が増えてくる
と、さらにたくさんのあいさつが響く学校になるのだと思います。 あいさつは、「相手の
ことをちゃんと認めています」というサインであり、相手の気持ちを明るくさせる「魔法
のことば」でもあります。そして何より、よりよい人間関係を築く大切なコミュニケーシ
ョンの一つです。子ども達にとって、コミュニケーションの最も基礎的な場となるのは、
それぞれのご家庭です。「おはよう・おやすみ」、「いただきます・ごちそうさま」、「行って
きます・ただいま」、「いってらっしゃい・おかえり」など、様々なあいさつの機会があり
ます。学校と家庭とで手を取り合って、コミュニケーションの力の最も基礎となるあいさ
つがしっかりとできるようにしていきたいものですね。 「教育は、家庭の教えで芽を出し、
学校の教えで花が咲き、社会の教えで実を結ぶ」という言葉 があります。子ども達の健や
かな成長という共通の目標に向かって、互いに責任を果たしていきましょう。 
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レベル１ あいさつをきちんと返す 

レベル２ 相手に聞こえる声で 

レベル３ 目を合わせて 

レベル４ 相手より先に 

レベル５ 名前を呼んであいさつをする（あいさつ名人） 


